
現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
再
稼

働
を
申
請
し
て
い
る
の
は
８
月
12
日
に
申
請

し
た
志
賀
原
発
２
号
機
（石
川
県
）を
含
め

て
全
国
13
原
発
20
基
。
安
倍
政
権
と
財
界

は
武
器
と
原
発
再
稼
働
・輸
出
を
成
長
戦

略
と
し
、
国
内
の
原
発
再
稼
働
に
前
の
め
り

で
す
。原

子
力
規
制
委
員
会
は
九
州
電
力
が

再
稼
働
を
急
ぐ
川
内
原
発
再
稼
働
の
た
め

の
適
合
審
査
を
９
月
10
日
に
「合
格
」と
し
、

鹿
児
島
県
と
薩
摩
川
内
市
に
通
知
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
原
発
の
適
合
審
査
を
す
る
原

子
力
規
制
委
員
会
は
問
題
だ
ら
け
で
す
。

規
制
委
員
会
自
ら
、
当
初
の
「安
全
基
準
」

を
「規
制
基
準
」と
言
い
変
え
、
田
中
俊
一

原
子
力
規
制
委
員
長
は
、
「新
規
制
基
準

を
満
た
し
た
か
ら
と
は
安
全
と
は
言
え
な
い
」

と
い
う
始
末
で
す
。

ま
た
、
原
発
再
稼
働
の
判
断
や
責
任
の

所
在
も
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
す
。
そ
の
う
え
、

い
い
か
げ
ん
な
原
発
規
制
基
準
、
委
員
会
の

原
発
再
稼
働
の
た
め
の
情
実
人
事
、
再
稼

働
で
の
安
全
責
任
回
避
な
ど
、
数
え
上
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
府
は
原

発
再
稼
働
の
是
非
を
住
民
説
明
会
と
地

元
自
治
体
の
同
意
を
求
め
る
と
同
時
に
、

事
故
の
際
の
避
難
計
画
を
自
治
体
に
丸
投

げ
し
、
た
だ
た
だ
原
発
再
稼
働
を
押
し
付
け

る
の
み
で
す
。

福
島
原
発
大
事
故
（事
件
）の
責
任
は

誰
も
と
る
ど
こ
ろ
か
、
事
故
後
の
諸
経
費
や

廃
炉
へ
の
費
用
は
国

が
血
税
を
投
入
し
、

東
電
は
加
入
者
へ
電

気
料
金
に
上
乗
せ
し

て
い
ま
す
。

「ノ
ー
モ
ア
・フ
ク
シ
マ
」「原
発
再
稼
働
反

対
」は
日
本
国
民
の
多
く
の
声
で
す
。
福
島

原
発
の
過
酷
事
故
（事
件
）で
は
原
発
は
人

間
に
制
御
も
防
護
も
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ま
し
て
や
地
震
列
島
日
本

は
地
震
活
動
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
火
山
の

噴
火
予
知
も
で
き
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
阿

蘇
山
や
霧
島
連
山
な
ど
活
火
山
に
囲
ま
れ
、

桜
島
か
ら
50
キ
ロ
の
川
内
原
発
は
活
断
層

が
３
本
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
発
を
再

稼
働
す
る
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
。

９
月
27
日
の
木
曽
御
嶽
山
の
水
蒸
気
爆

発
の
予
知
は
不
可
能
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

菅
義
偉
官
房
長
官
は
「御
嶽
山
の
噴
火
は

川
内
原
発
再
稼
働
に
影
響
は
な
い
」と
、
何

ら
根
拠
も
な
く
述
べ
、
そ
の
厚
顔
無
恥
と
無

責
任
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
ま
す
。

人
類
は
未
知
の
自
然
へ
の
謙
虚
さ
、
畏
敬

の
念
を
忘
れ
た
時
、
自
然
か
ら
し
っ
ぺ
返
し

を
受
け
ま
す
。

９
月
23
日
に
は
東
京
で
１
万
６
千
人
、
28

日
に
は
鹿
児
島
市
で
７
５
０
０
人
が
「川
内
原

発
再
稼
働
反
対
」の
集
会
を
開
く
な
ど
、
全

国
で
原
発
再
稼
働
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
原
発
が
な
く
て
も
電
気
は
大
丈
夫
で

す
。
「川
内
原
発
再
稼
働
反
対
」の
輪
を
広

げ
、
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
起
き
る
原
発
事
故

地
震
・
火
山
列
島
か
ら
全
原
発
撤
退
を
！

福
島
原
発
の
大
事
故
（
事
件
）
の
原
因
は
究
明
も
、
収
束
も
せ
ず
未
だ
福
島

県
民
４
万
７
千
人
が
県
外
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
な
か
、
政
府
・
財
界
・
電

力
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
「
原
子
力
マ
フ
ィ
ア
」
は
原
発
再
稼
働
に
前
の
め
り

で
す
。
そ
の
突
破
口
が
川
内
原
発
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
で
す
。
二
度
と

「
フ
ク
シ
マ
」
を
出
さ
な
い
た
め
、
自
然
と
人
類
に
対
す
る
傲
慢
な
挑
戦
で
あ

る
原
発
再
稼
働
第
１
号
の
川
内
原
発
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

無
責
任
な
原
発
再
稼
働
「
合
格
」

原
子
力
規
制
委
員
会

福
島
原
発
大
事
故
（
事
件
）

誰
も
責
任
を
と
っ
て
い
な
い

フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
！

原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い

再稼働反対



安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演
説
は
、
抽
象

的
で
中
身
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目
玉
は
「
地
方

創
生
」
と
「
女
性
の
活
躍
」
。
地
方
創
生
は
、

「
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、
町
づ
く
り
、
人

づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り
」
が
狙
い
。
少
子
高
齢

化
で
地
方
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
危
機
意

識
を
煽
り
、
若
者
を
地
方
に
呼
び
戻
し
、
定

着
さ
せ
る
政
策
で
す
。

安
倍
首
相
は
そ
こ
に
「
美
し
い
日
本
」
を

支
え
る
「伝
統
あ
る
ふ
る
さ
と
」と
い
う
国
粋

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ま
し
た
。
し
か
し
、
内

実
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

に
適
う
地
方
再
生
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
若
者

の
夢
を
挫
き
、
ふ
る
さ
と
を
破
壊
す
る
ば
か

り
で
す
。

女
性
の
活
躍
は
、
労
働
力
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
女
性
を
労
働
力

と
し
て
再
活
用
す
る
政
策
で
す
。
女
性
の
管

理
職
登
用
・
雇
用
を
促
し
、
そ
の
た
め
に
子

育
て
支
援
を
進
め
る
政
策
で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
雇
用
構
造
は
非
正
規

中
心
に
シ
フ
ト
し
、
こ
れ
を
温
存
し
て
さ
ら

に
臨
時
国
会
で
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
女
性
が
輝
く
社

会
」は
嘘
っ
ぱ
ち
で
す
。

地
方
創
生
も
女
性
の
活
躍
も
、
結
局
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（成
長
戦
略
）の
「確
実
な
実
行
」

の
た
め
の
担
保
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
所
信
表
明

演
説
は
同
時
に
、
成
長
戦
略
に｢

岩
盤
規
制

改
革｣

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
は
原
発

再
稼
働
、
国
家
戦
略
特
区
な
ど
「
農
業
・
雇

用
・
医
療
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
岩
盤
規
制
を
な

く
す
こ
と
。
何
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
実
現
し
て
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
動

し
や
す
い
国
」に
す
る
こ
と
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
行
き
詰
り
、
活
路
を
労

働
者
と
地
方
の
犠
牲
に
見
出
す
亡
国
政
策

で
す
。安

倍
首
相
は
就
任
以
来
49
カ
国
を
訪

問
し
、
「
地
球
儀
を
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
す
る
外

交
」と
自
賛
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
世
界
に
日
本
企
業
を
売
り
込
む
こ
と
、

「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
先
兵
と
な
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
。

そ
の
な
か
で
所
信
表
明
は
、
在
日
米
軍
の

再
編
へ、
米
軍
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移
設

を
特
筆
し
ま
し
た
。
11
月
の
沖
縄
県
知
事

選
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
外
交

の
懸
念
材
料
と
し
て
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
と
の
関
係
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
安
倍
首
相
の
「
対
話
と
圧
力
」

外
交
は
破
綻
寸
前
で
す
。
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臨時国会
始まる

戦
争
さ
せ
な
い
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
！

消
費
税
廃
止
！

安倍首相 集団的自衛権は先送り

第
１
８
７
回
臨
時
国
会
が
63
日
間
の
日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
日
本
を
海

外
で
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
関
連
法
案
の
提

出
を
来
年
の
通
常
国
会
に
先
送
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ベ
成
長
戦
略
に
影
を
落
と
し
て
い
る

消
費
税
増
税
の
再
増
税
の
判
断
も
臨
時
国
会
後
の
12
月
に
先
送
り
し
ま
し
た
。
臨
時
国
会

は
「
安
全
運
転
」
を
優
先
し
た
「
よ
う
す
見
国
会
」
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
反
対
！

消
費
税
反
対
！
な
ど
平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
政
策
の
実
現
を
訴
え
ま
す
。

「
輝
く
女
性
」
の
嘘

当
面
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
実
現

行
き
詰
る
安
倍
外
交

ふ
る
さ
と
を
破
壊
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